
二
〇
一
一
年
度
︵
平
成
二
三
年
度
︶

研
究
成
果
公
開
促
進
費

﹃
中
国
夏
王
朝
考
古
学
研
究
﹄

飯
島
武
次
先
生

著
作
目
録

凡
例一

．
こ
の
目
録
は
、
飯
島
武
次
先
生
の
二
〇
一
三
年
三
月
現
在
の
著
作
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
．
文
献
は
、﹁
著
書
﹂
、﹁
論
文
﹂
、﹁
報
告
﹂
、﹁
書
評
﹂
、﹁
翻
訳
﹂
、﹁
そ
の
他
﹂
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
発
表
・
刊
行
年
月
順
に

並
べ
た
。

三
．
巻
号
・
年
月
は
漢
数
字
を
用
い
た
︵
洋
雑
誌
は
除
く
︶
が
、
書
名
・
論
題
に
つ
い
て
は
原
典
の
記
載
の
ま
ま
と
し
た
。

四
．
原
典
を
確
認
し
た
も
の
の
う
ち
、
シ
リ
ー
ズ
・
特
集
名
お
よ
び
章
な
ど
は
︿

﹀
で
記
し
た
。

五
．
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
論
題
末
尾
に
︵

︶
で
原
著
者
を
記
し
た
。
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著

書

︵
共
編
著
︶

﹃
中
国
文
明
の
原
像
﹄
︵
共
著
︶

宮
川
寅
雄
、

関
野
雄
、

長
広
敏
雄
編

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
八
年

八
月

﹃
平
安
京
高
倉
宮
・
曇
華
院
跡
の
発
掘
調
査
﹄
︵
編
者
︶

古
代
学
協
会

一
九
七
九
年

三
月

﹃
法
住
寺
殿
跡
発
掘
調
査
概
報
﹄
︵
編
者
︶

古
代
学
協
会

一
九
七
九
年

六
月

﹃
法
住
寺
殿
跡
・
調
査
の
経
過
と
遺
構
、
遺
物
﹄
︵
共
著
︶

古
代
学
協
会

一
九
八
四
年

三
月

﹃
夏
殷
文
化
の
考
古
学
研
究
﹄

山
川
出
版
社

一
九
八
五
年

二
月

﹃
埼
玉
県
上
里
町
旭
・
小
島
古
墳
群
三
田
地
内
1
号
墳
発
掘
調
査
報
告
﹄
︵
編
者
︶

駒
澤
大
学
考
古
学
研
究
室
・
上
里
町
遺
跡
調
査
会

一
九
八
五
年

三
月

﹃
古
墳
発
生
前
後
の
古
代
日
本
﹄
︵
共
著
︶

大
和
書
房

一
九
八
七
年

六
月

﹃
中
国
新
石
器
文
化
研
究
﹄

山
川
出
版
社

一
九
九
一
年

三
月

﹃
中
国
・
南
越
王
の
至
宝
﹄
︵
監
修
︶

毎
日
新
聞
社
編

毎
日
新
聞
社

一
九
九
六
年

五
月

﹃
中
国
周
文
化
考
古
学
研
究
﹄

同
成
社

一
九
九
八
年

二
月

﹃
青
銅
器
﹄
︵
編
著
︶

日
本
放
送
出
版
協
会
編

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
九
八
年

六
月

﹃
中
国
考
古
学
概
論
﹄

同
成
社

二
〇
〇
三
年

二
月

﹃
中
国
の
研
究
者
の
み
た
邪
馬
台
国
﹄
︵
監
修
︶

汪
向
栄
著
、
堀
渕
宜
男
訳

同
成
社

二
〇
〇
七
年
一
二
月

﹃
中
国
渭
河
流
域
に
お
け
る
西
周
時
代
遺
跡
の
調
査
研
究
﹄
︵
研
究
代
表
者
︶

駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
考
古
学
専
攻

二
〇
〇
九
年

三
月

﹃
中
国
渭
河
流
域
の
西
周
遺
跡
﹄
︵
編
著
︶

同
成
社

二
〇
〇
九
年

三
月

﹃
中
国
夏
王
朝
考
古
学
研
究
﹄

同
成
社

二
〇
一
二
年

一
月
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﹃
中
国
渭
河
流
域
に
お
け
る
先
周
お
よ
び
西
周
文
化
の
総
合
調
査
﹄
︵
研
究
代
表
者
︶

駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
考
古
学
専
攻

二
〇
一
三
年

三
月

﹃
中
国
渭
河
流
域
の
西
周
遺
跡
Ⅱ
﹄
︵
編
著
︶

同
成
社

二
〇
一
三
年

三
月

論

文

﹁
副
葬
品
よ
り
見
た
賦
の
起
源
﹂

﹃
先
史
﹄
第
四
号

一
九
六
八
年

三
月

﹁
︿
我
孫
子
古
墳
群
出
土
遺
物
に
関
す
る
考
察
﹀
装
身
具
﹂

﹃
我
孫
子
古
墳
群
﹄

我
孫
子
町
教
育
委
員
会

一
九
六
九
年

三
月

﹁
二
里
頭
類
型
文
化
大
要
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
一
六
号

一
九
六
九
年

四
月

﹁籩

豆
考
﹂

﹃
先
史
﹄
第
六
号

一
九
七
〇
年

九
月

﹁
東
周
に
お
け
る
副
葬
陶
器
の
研
究
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
一
八
号

一
九
七
一
年

四
月

﹁
︿
考
古
学
の
歴
史
﹀
東
ア
ジ
ア
﹂

﹃
考
古
学
の
歴
史
・
実
際
的
研
究
﹄
新
版

雄
山
閣
出
版

一
九
七
一
年
一
二
月

﹁
中
国
﹂

﹃
日
本
周
辺
の
旧
石
器
文
化
﹄

雄
山
閣
出
版

一
九
七
六
年

二
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
１
︶
︲
二
里
頭
の
文
化
層
と
宮
殿
址
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
二
九
巻
第
四
号

一
九
七
七
年

四
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
２
︶
︲
住
居
址
・
小
建
築
址
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
二
九
巻
第
七
号

一
九
七
七
年

七
月

﹁
二
里
頭
と
二
里
岡
﹂

﹃
中
国
の
美
術
と
考
古
﹄

六
興
出
版

一
九
七
七
年

九
月

﹁
陝
西
岐
山
﹂

﹃
中
国
の
美
術
と
考
古
﹄

六
興
出
版

一
九
七
七
年

九
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
３
︶
︲
墓
葬
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
〇
巻
第
六
号

一
九
七
八
年

六
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
４
︶
︲
陶
器
︵
Ⅰ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
〇
巻
第
七
号

一
九
七
八
年

七
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
５
︶
︲
陶
器
︵
Ⅱ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
〇
巻
第
八
号

一
九
七
八
年

八
月
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﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
６
︶
︲
陶
器
︵
Ⅲ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
〇
巻
第
一
一
号

一
九
七
八
年
一
一
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
７
︶
︲
陶
器
︵
Ⅳ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
一
巻
第
一
号

一
九
七
九
年

一
月

﹁
東
ア
ジ
ア
の
都
城
の
系
譜
︲
鄭
州
故
城
か
ら
平
安
京
ま
で
︲
﹂

﹃
日
本
古
代
學
論
集
﹄

古
代
学
協
会

一
九
七
九
年

三
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
８
︶
︲
青
銅
器
︵
Ⅰ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
一
巻
第
四
号

一
九
七
九
年

四
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵
９
︶
︲
青
銅
器
︵
Ⅱ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
一
巻
第
八
号

一
九
七
九
年

八
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
青
銅
器
︵
Ⅲ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
二
巻
第
一
号

一
九
八
〇
年

一
月

10

﹁
︿
図
版
解
説
﹀
都
江
堰
出
土
の
李
冰
石
像
と
持臿

石
人
像
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
二
巻
第
三
号

一
九
八
〇
年

三
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
青
銅
器
︵
Ⅳ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
二
巻
第
三
号

一
九
八
〇
年

三
月

11

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
玉
器
︵
Ⅰ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
三
巻
第
二
号

一
九
八
一
年

二
月

12

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
玉
器
︵
Ⅱ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
三
巻
第
八
号

一
九
八
一
年

八
月

13

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
玉
器
︵
Ⅲ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
三
巻
第
一
一
号

一
九
八
一
年
一
一
月

14

﹁
殷
周
戦
国
の
土
器
と
陶
器
﹂

﹃
世
界
陶
磁
全
集
﹄
一
〇
中
国
古
代

小
学
館

一
九
八
二
年

一
月

﹁
秦
都
雍
城
瓦
当
考
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
二
九
号

一
九
八
二
年

三
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
玉
器
︵
Ⅳ
︶
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
四
巻
第
四
号

一
九
八
二
年

四
月

15

﹁
青
銅
器
の
出
現
と
殷
文
化
の
成
立
﹂

﹃
銅
器
﹄

淡
交
社

一
九
八
二
年

九
月

﹁
殷
前
期
の
提
言
︵

︶
︲
夏
・
商
殷
考
古
学
の
諸
問
題
︲
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
五
巻
第
五
号

一
九
八
三
年

五
月

16

﹁
秦
葵
文
瓦
当
考
﹂

﹃
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
研
究
紀
要
﹄
第
二
号

一
九
八
三
年

八
月

﹁
中
国
に
お
け
る
墓
上
施
設
の
出
現
と
展
開
﹂

﹃
倭
国
の
形
成
と
古
墳
文
化
﹄

学
生
社

一
九
八
四
年

一
月

﹁
東
周
時
代
周
室
と
秦
の
副
葬
陶
器
﹂

﹃
三
上
次
男
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
﹄
考
古
編

平
凡
社

一
九
八
五
年

八
月
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﹁
︿
弥
生
併
行
期
の
農
耕
﹀
中
国
﹂

﹃
季
刊
考
古
学
﹄
第
一
四
号

一
九
八
六
年

二
月

﹁
呉
越
の
副
葬
陶
器
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
八
巻
第
五
号

一
九
八
六
年

五
月

﹁
中
国
古
代
の
陵
墓
﹂

﹃
古
墳
発
生
前
後
の
古
代
日
本
﹄

大
和
書
房

一
九
八
七
年

六
月

﹁
東
ア
ジ
ア
の
墳
丘
墓
﹂
︵
対
論
︶

﹃
古
墳
発
生
前
後
の
古
代
日
本
﹄

大
和
書
房

一
九
八
七
年

六
月

﹁
先
周
文
化
陶
器
の
研
究
：
劉
家
遺
跡
出
土
陶
器
の
再
検
討
﹂

﹃
考
古
學
雜
誌
﹄
第
七
四
巻
第
一
号

一
九
八
八
年

八
月

﹁
先
周
文
化
研
究
の
一
課
題
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
三
九
・
四
〇
号

一
九
八
八
年

九
月

﹁
先
周
文
化
研
究
見
聞
記
-
先
周
文
化
の
遺
跡
と
遺
物
(
第
二
部

外
国
考
古
学
)
﹂

﹃
考
古
学
叢
考
﹄
上
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
八
八
年
一
〇
月

﹁
西
周
王
朝
の
起
源
と
先
周
文
化
研
究
﹂

﹃
東
ア
ジ
ア
文
明
の
源
流
展
﹄

富
山
市
・
中
華
人
民
共
和
国
陝
西
省
人
民
政
府
文
物
事
業
管
理
局

一
九
八
九
年

九
月

﹁
先
周
文
化
青
銅
器
の
研
究
：
二
里
岡
上
層
青
銅
器
の
先
周
文
化
へ
の
波
及
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
四
一
号

一
九
九
〇
年

三
月

﹁
東
ア
ジ
ア
稲
作
農
耕
の
起
源
と
展
開
﹂

﹃
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
﹄
第
四
八
号

一
九
九
〇
年

三
月

﹁
二
里
岡
上
層
青
銅
器
対
先
周
文
化
的
影
響
﹂

﹃
中
原
文
物
﹄
一
九
九
〇
年
第
三
期

一
九
九
〇
年

九
月

﹁
洛
陽
西
周
遺
跡
雑
記
﹂

﹃
平
井
尚
志
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
攷
﹄
第
一
集

大
阪
・
郵
政
考
古
学
会

一
九
九
二
年

三
月

﹁
西
周
土
器
の
編
年
研
究
：
豐
鎬
地
区
の
土
器
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
四
四
号

一
九
九
二
年

九
月

﹁
先
周
文
化
陶
器
研
究
︲
試
論
周
原
出
土
陶
器
的
性
質
﹂

﹃
考
古
学
研
究
(
一
)
﹄

文
物
出
版
社

一
九
九
二
年
一
〇
月

﹁
洛
陽
付
近
出
土
西
周
土
器
の
編
年
研
究
﹂

﹃
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
研
究
紀
要
﹄
第
一
一
号

一
九
九
二
年
一
二
月

﹁
夏
殷
周
三
代
の
研
究
課
題
﹂

﹃
特
別
展
中
国
王
朝
の
誕
生
﹄

[
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
]

一
九
九
三
年

四
月

﹁
西
周
時
代
の
関
中
と
中
原
の
土
器
﹂

﹃
日
本
中
国
考
古
学
会
会
報
﹄
第
三
号

一
九
九
三
年
一
〇
月
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﹁
秦
の
起
源
と
文
化
﹂

﹃
秦
の
始
皇
帝
と
そ
の
時
代
展
﹄

日
本
放
送
協
会
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

一
九
九
四
年

九
月

﹁
西
周
時
代
晋
国
の
土
器

(
中
国
陶
磁
�
特
集
�
)
﹂

﹃
M
u
seu
m
﹄
第
五
二
三
号

一
九
九
四
年
一
〇
月

﹁
中
国
秦
始
皇
帝
陵
﹂

﹃
爽
﹄
第
一
号

一
九
九
四
年
一
一
月

﹁
中
国
文
明
起
源
と
中
国
都
市
文
明
﹂

﹃
文
明
学
原
論
﹄

山
川
出
版
社

一
九
九
五
年

三
月

﹁
北
京
大
学
〝
天
馬
曲
村
遺
跡
〟
発
掘
の
意
義
﹂

﹃
中
国
の
考
古
学
展
﹄

出
光
美
術
館

一
九
九
五
年
一
〇
月

﹁
南
越
王
墓
と
前
漢
王
墓
﹂

﹃
中
国
・
南
越
王
の
至
宝
﹄

毎
日
新
聞
社

一
九
九
六
年

五
月

﹁
唐
長
安
大
明
宮
含
元
殿
の
保
護
﹂

﹃
駒
澤
大
学
学
園
通
信
﹄
第
二
一
二
号

一
九
九
七
年

一
月

﹁
西
周
時
代
都
城
遺
跡
の
問
題
点
﹂

﹃
生
産
の
考
古
学
﹄

同
成
社

一
九
九
七
年

二
月

﹁
東
下
馮
遺
跡
殷
代
窰
洞
式
住
居
址
(
Ⅱ
部

東
ア
ジ
ア
の
諸
問
題
)
﹂

﹃
住
の
考
古
学
﹄

同
成
社

一
九
九
七
年

三
月

﹁
秦
文
化
的
起
源
：
西
周
青
銅
器
與
秦
青
銅
器
・
陶
器
的
關
係
﹂

﹃
中
國
考
古
學
與
歴
史
學
之
整
合
研
究
﹄
上
册

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

一
九
九
七
年

七
月

﹁
濬
県
辛
村
西
周
墓
的
再
検
討
﹂

﹃
’98
漢
学
研
究
国
際
会
議
論
文
提
要
﹄

一
九
九
八
年

五
月

﹁
濬
県
辛
村
の
西
周
大
型
墓
に
つ
い
て
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
五
二
号

一
九
九
八
年

六
月

﹁
古
銅
器
の
現
在
﹂

﹃
乾
隆
帝
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹄

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
九
九
年

五
月

﹁
中
国
古
代
の
都
市
遺
跡
に
つ
い
て
﹂

﹃
中
國
古
代
都
市
の
形
成
﹄

[
岡
村
秀
典
]

二
〇
〇
〇
年

二
月

﹁
古
代
国
家
誕
生
時
期
的
城
郭
都
市
与
宗
廟
遺
跡
﹂

﹃
中
央
研
究
院
第
三
届
国
際
漢
学
会
議
論
文
摘
要
集
﹄

二
〇
〇
〇
年

六
月

﹁
浚
県
辛
村
的
西
周
大
墓
﹂

﹃
文
化
的
饋
贈
﹄
考
古
学
巻

北
京
大
学
出
版
社

二
〇
〇
〇
年

八
月

﹁
春
秋
戦
国
時
代
の
土
器
・
陶
器
﹂

﹃
先
史
・
殷
・
周
﹄

小
学
館

二
〇
〇
〇
年

九
月

﹁
与
夏
文
化
探
索
者
的
対
話
････
飯
島
武
次
﹂

﹃
手鏟
釈
天
書
﹄

大
象
出
版
社

二
〇
〇
一
年

四
月

13



﹁
洛
陽
西
周
時
代
鋳
銅
遺
跡
と
殷
人
墓
﹂

﹃
日
本
考
古
学
協
会
総
会
研
究
発
表
要
旨
﹄
第
六
七
回

二
〇
〇
一
年

五
月

﹁
西
周
雒
邑
の
鋳
銅
遺
跡
と
殷
人
墓
﹂

﹃
日
々
の
考
古
学
﹄

東
海
大
学
考
古
学
教
室
開
設
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会

二
〇
〇
二
年

三
月

﹁
洛
陽
付
近
出
土
の
西
周
時
代
灰
釉
陶
器
の
研
究
﹂

﹃
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
﹄
第
六
〇
号

二
〇
〇
二
年

三
月

﹁
三
星
堆
遺
址
出
土
的
青
銅
器
与
饕
餮
紋
﹂

﹃
扶
桑
与
若
木
﹄

巴
蜀
書
社

二
〇
〇
二
年

四
月

﹁
古
代
國
家
誕
生
時
期
的
城
郭
都
市
與
宗
廟
遺
跡
﹂

﹃
史
前
與
古
典
文
明
﹄

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

二
〇
〇
三
年

二
月

﹁
洛
陽
西
周
時
代
的
遺
址
与
成
周
、
王
城
﹂

﹃
慶
祝
鄒
衡
先
生
七
十
五
寿
辰
曁
従
事
考
古
研
究
五
十
年
論
文
集
﹄

科
学
出
版
社

二
〇
〇
三
年

七
月

﹁
秦
の
始
皇
帝
を
守
り
つ
づ
け
る
兵
馬
俑
--
悠
久
の
時
を
こ
え
、
始
皇
帝
と
そ
の
時
代
を
今
に
伝
え
る
﹂

﹃
N
ew
ton
﹄
第
二
四
巻
第
七
号

二
〇
〇
四
年

六
月

﹁
二
里
頭
文
化
の
大
型
建
築
址
--
夏
王
朝
時
代
の
宮
殿
区
・
宗
廟
区
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
六
四
号

二
〇
〇
五
年

二
月

﹁
︿
東
ア
ジ
ア
の
都
城
と
渤
海
﹀
唐
長
安
城
の
発
掘
成
果
と
出
土
遺
物
一
・
二
の
事
﹂

﹃
東
ア
ジ
ア
の
都
城
と
渤
海
﹄

東
洋
文
庫

二
〇
〇
五
年

三
月

﹁
唐
代
長
安
城
の
遺
跡

(
特
集

遣
唐
使
墓
誌
を
め
ぐ
る
日
中
交
流
史
)
﹂

﹃
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
﹄
一
二
三
号

二
〇
〇
五
年

五
月

﹁
西
周
遺
跡
と
周
公
廟
遺
跡
の
研
究
﹂

﹃
駒
沢
考
古
﹄
第
三
〇
号

二
〇
〇
五
年

五
月

﹁
二
里
頭
文
化
の
陶
鬲
と
粟
粥
(
Ⅱ
部

東
ア
ジ
ア
)
﹂

﹃
生
業
の
考
古
学
﹄

同
成
社

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

﹁
夏
王
朝
二
里
頭
文
化
の
刻
画
紋
・
刻
紋
・
貼
付
紋
土
器
﹂

﹃
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
﹄
第
六
五
号

二
〇
〇
七
年

三
月

﹁
初
期
銅
系
金
属
器
出
土
遺
跡
と
銅
系
金
属
文
化
の
起
源
﹂

﹃
生
産
の
考
古
学
Ⅱ
﹄

同
成
社

二
〇
〇
八
年

九
月

﹁
中
国
渭
河
流
域
に
お
け
る
先
周
・
西
周
時
代
遺
跡
の
踏
査
﹂
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﹃
中
国
渭
河
流
域
に
お
け
る
西
周
時
代
遺
跡
の
調
査
研
究
﹄

駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
考
古
学
専
攻

二
〇
〇
九
年

三
月

﹁
夏
王
朝
の
考
古
学
﹂

﹃
祝
祷
文
化
講
演
集
﹄
第
十
五
輯

二
〇
一
〇
年
一
一
月

﹁
二
里
頭
文
化
与
商
文
化
的
陶
炊
器
︲
鼎
・
鬲
・
甑
・甗

﹂
﹃
鄒
衡
先
生
逝
世
五
周
年
紀
念
文
集
﹄

科
学
出
版
社

二
〇
一
一
年

六
月

﹁
伝
河
北
省鄴

城
出
土
の
刻
印
瓦
﹂
︵
共
同
執
筆
︶

﹃
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
﹄
第
七
〇
号

二
〇
一
二
年

三
月

﹁
渭
河
流
域
の
先
周
文
化
土
器
と
青
銅
器
か
ら
み
た
西
周
の
成
立
﹂

﹃
中
国
渭
河
流
域
に
お
け
る
先
周
お
よ
び
西
周
文
化
の
総
合
調
査
﹄

駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
考
古
学
専
攻

二
〇
一
三
年

三
月

報

告

﹁
群
馬
県
太
田
市
菅
ノ
沢
製
鉄
遺
構
﹂
︵
共
著
︶

﹃
考
古
学
雑
誌
﹄
第
五
五
巻
第
二
号

一
九
六
九
年
一
二
月

﹁
太
田
市
菅
ノ
沢
製
鉄
遺
構
の
補
足
調
査
と
化
学
的
検
討
﹂
︵
共
著
︶

﹃
考
古
学
雑
誌
﹄
第
五
六
巻
第
三
号

一
九
七
一
年

三
月

﹁
︿
利
根
川
流
域
の
古
代
文
化
﹀
利
根
川
中
流
域
左
岸
の
古
墳
・
歴
史
時
代
遺
跡
﹂
︵
共
著
︶
﹃
利
根
川
﹄

弘
文
堂

一
九
七
一
年

三
月

﹁
︿
ワ
ッ
カ
遺
跡
﹀
調
査
の
概
要
と
問
題
点
﹂

﹃
常
呂
﹄

東
京
大
学
文
学
部

一
九
七
二
年

三
月

﹁
︿
栄
浦
第
二
遺
跡
﹀
９
号
竪
穴
﹂

﹃
常
呂
﹄

東
京
大
学
文
学
部

一
九
七
二
年

三
月

﹁
本
郷
発
見
の
地
下
式
横
穴
遺
構
﹂
︵
共
著
︶

﹃
文
化
財
の
保
護
﹄
第
四
号

一
九
七
二
年

三
月

﹁
︿
調
査
﹀
能
ヶ
谷
町
字
カ
ゴ
山
横
穴
群
﹂

﹃
考
古
学
調
査
報
告
鶴
川
遺
跡
群
﹄

雄
山
閣

一
九
七
二
年

七
月

﹁
︿
考
察
﹀
カ
ゴ
山
横
穴
群
に
つ
い
て
﹂

﹃
考
古
学
調
査
報
告
鶴
川
遺
跡
群
﹄

雄
山
閣

一
九
七
二
年

七
月

﹁
︿
遺
構
各
説
﹀
２
号
竪
穴
﹂

﹃
ト
コ
ロ
チ
ャ
シ
南
尾
根
遺
跡
﹄

常
呂
町

一
九
七
六
年
一
〇
月

﹁
︿
遺
構
各
説
﹀

号
竪
穴
﹂

﹃
ト
コ
ロ
チ
ャ
シ
南
尾
根
遺
跡
﹄

常
呂
町

一
九
七
六
年
一
〇
月

11

﹁
︿
遺
構
各
説
﹀

号
竪
穴
﹂

﹃
ト
コ
ロ
チ
ャ
シ
南
尾
根
遺
跡
﹄

常
呂
町

一
九
七
六
年
一
〇
月

15

15



﹁
︿
遺
物
﹀
木
製
品
﹂

﹃
東
洞
院
大
路
・
曇
華
院
跡
﹄

近
畿
郵
政
局

一
九
七
七
年

三
月

﹁
︿
遺
構
各
説
﹀
５
号
竪
穴
﹂

﹃
岐
阜
第
三
遺
跡
﹄

東
京
大
学
文
学
部

一
九
七
七
年

三
月

﹁
︿
遺
構
各
説
﹀

号
竪
穴
﹂

﹃
岐
阜
第
三
遺
跡
﹄

東
京
大
学
文
学
部

一
九
七
七
年

三
月

11

﹁
︿
遺
構
各
説
﹀

号
竪
穴
﹂

﹃
岐
阜
第
三
遺
跡
﹄

東
京
大
学
文
学
部

一
九
七
七
年

三
月

29

﹁
︿
遺
構
﹀
竪
穴
式
石
室
﹂

﹃
京
都
府
平
尾
城
山
古
墳
﹄

古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所

一
九
九
〇
年

一
月

﹁
報
告

中
国
文
化
遺
跡
の
修
復
事
業
と
発
掘
﹂

﹃
東
方
学
と
国
際
協
力
﹄

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

二
〇
〇
二
年

三
月

﹁
中
国
渭
河
流
域
に
お
け
る
西
周
遺
跡
の
調
査
・
研
究
(
平
成

年
度
在
外
研
究
報
告
)
﹂

21

﹃
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
﹄
第
六
九
号

二
〇
一
一
年

三
月

書

評

﹁
︿
紹
介
﹀
陳
夢
家
編

松
丸
道
雄
改
編
﹃
殷
周
青
銅
器
分
類
図
録
﹄
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
二
九
巻
第
五
号

一
九
七
七
年

五
月

﹁
︿
紹
介
﹀
相
馬
隆
著
﹃
流
沙
海
西
古
文
化
論
考
︲
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
西
交
流
︲
﹄
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
二
九
巻
第
九
号

一
九
七
七
年

九
月

﹁
張
光
直
著
・
量
博
満
訳
考
古
学
よ
り
み
た
中
国
古
代
﹂

﹃
歴
史
公
論
﹄
第
六
巻
第
一
二
号

一
九
八
〇
年
一
二
月

﹁
鄒
衡
著
﹁
夏
商
周
考
古
学
論
文
集
﹂
(
１
９
８
０
年

月
)
﹂

﹃
考
古
學
雜
誌
﹄
第
六
七
巻
第
三
号

一
九
八
二
年

二
月

10

﹁
﹁
中
国
古
代
の
東
西
文
化
交
流
﹂
横
田
禎
昭
著
﹂

﹃
考
古
学
研
究
﹄
第
三
一
巻
第
四
号

一
九
八
五
年

三
月

﹁
紹
介

稲
畑
耕
一
郎
・
西
江
清
高
監
修
﹃
中
国
古
代
文
明
の
原
像
﹄
上
・
下
巻
﹂

﹃
東
方
﹄
第
二
一
二
号

一
九
九
八
年
一
〇
月

﹁
宮
本
一
夫
著
﹃
中
国
の
歴
史

神
話
か
ら
歴
史
へ

神
話
時
代

夏
王
朝
﹄
﹂

﹃
考
古
学
研
究
﹄
第
五
三
巻
第
二
号

二
〇
〇
六
年

九
月

01
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翻

訳

﹁
山
西
省
︵
陶
正
剛
、
柴
沢
俊
︶
﹂

﹃
中
国
考
古
学
三
十
年
﹄

平
凡
社

一
九
八
一
年
一
〇
月

﹁
内
蒙
古
自
治
区
︵
李
逸
友
︶
﹂

﹃
中
国
考
古
学
三
十
年
﹄

平
凡
社

一
九
八
一
年
一
〇
月

﹁
寧
夏
回
族
自
治
区
︵
鍾
侃
︶
﹂

﹃
中
国
考
古
学
三
十
年
﹄

平
凡
社

一
九
八
一
年
一
〇
月

﹁
考
古
学
史
上
の
黄
金
時
代
︲

年
来
の
陝
西
省
に
お
け
る
考
古
発
掘
と
研
究
収
穫
︲
︵
張
延
皓
︶
﹂
︵
共
著
︶

40

﹃
東
ア
ジ
ア
文
明
の
源
流
展
﹄

富
山
市
・
中
華
人
民
共
和
国
陝
西
省
人
民
政
府
文
物
事
業
管
理
局

一
九
八
九
年

九
月

﹁
中
国
沖
積
世
の
気
候
環
境
の
復
元
研
究
︵
高
広
仁
︶
﹂

﹃
日
本
中
国
考
古
学
会
会
報
﹄
第
一
号

一
九
九
一
年
一
一
月

﹁
中
国
夏
商
時
期
都
城
研
究
の
現
状
︵
徐
天
進
︶
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
四
四
号

一
九
九
二
年

九
月

﹁
天
馬
・
曲
村
西
周
晋
国
遺
跡
発
掘
の
意
義
︵
李
伯
謙
︶
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
四
七
号

一
九
九
四
年

六
月

﹁
考
古
資
料
か
ら
み
た
２
０
０
０
年
前
の
広
州
︵
麦
英
豪
︶
﹂

﹃
O
R
IE
N
T
E
﹄
第
一
四
号

一
九
九
六
年
一
二
月

﹁

世
紀
初
頭
の
中
国
考
古
新
発
見
︵
徐
苹
芳
︶
﹂
︵
共
訳
︶

﹃
中
国
国
宝
展
﹄

朝
日
新
聞
社

二
〇
〇
四
年

九
月

21
そ

の

他

﹁
︿
１
９
７
０
年
の
歴
史
学
界
--
回
顧
と
展
望
﹀
先
史
・
原
史
﹂

﹃
史
學
雜
誌
﹄
第
八
〇
編
第
五
号

一
九
七
一
年

五
月

﹁
︿
学
会
の
趨
勢
﹀
中
国
の
考
古
学
﹂

﹃
日
本
考
古
学
年
報
﹄
第
二
〇
巻

一
九
七
二
年

五
月

﹁
︿
１
９
７
３
年
の
考
古
学
会
の
動
向
﹀
中
国
﹂

﹃
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
臨
時
増
刊
第
九
四
号

一
九
七
四
年

五
月

﹁
中
国
の
考
古
・
文
物
﹂

﹃
中
国
語
﹄
第
一
七
四
号

一
九
七
四
年

七
月

﹁
︿
資
料
紹
介
﹀
浙
江
省
博
物
館
蔵
の
骨
耜
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
〇
巻
第
一
号

一
九
七
八
年

一
月

﹁
︿
資
料
紹
介
﹀
唐
高
宗
乾
陵
﹂

﹃
古
代
文
化
﹄
第
三
一
巻
第
四
号

一
九
七
九
年

四
月

17



﹁
玉
器
・
石
彫
・
骨
角
器
﹂

﹃
週
刊
朝
日
百
科

世
界
の
美
術
﹄
第
八
八
号

一
九
七
九
年
一
二
月

﹁
陶
器
と
陶
俑
﹂

﹃
週
刊
朝
日
百
科

世
界
の
美
術
﹄
第
八
九
号

一
九
七
九
年
一
二
月

﹁
瓦
と
塼
﹂

﹃
週
刊
朝
日
百
科

世
界
の
美
術
﹄
第
八
九
号

一
九
七
九
年
一
二
月

﹁
鏡
﹂

﹃
週
刊
朝
日
百
科

世
界
の
美
術
﹄
第
八
九
号

一
九
七
九
年
一
二
月

﹁
唐
長
安
城
と
洛
陽
城
﹂

﹃
日
本
歴
史
地
図
﹄
原
始
・
古
代
編
(
下
)

柏
書
房

一
九
八
二
年

七
月

﹁
平
安
京
﹂

﹃
日
本
歴
史
地
図
﹄
原
始
・
古
代
編
(
下
)

柏
書
房

一
九
八
二
年

七
月

﹁
５
・
６
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
︲
倭
の
五
王
時
代
︲
﹂

﹃
日
本
歴
史
地
図
﹄
原
始
・
古
代
編
(
上
)

柏
書
房

一
九
八
二
年
一
〇
月

﹁
学
術
交
流
訪
中
団
に
参
加
し
て
﹂

﹃
交
流
簡
報
﹄
第
二
四
号

一
九
八
二
年
一
二
月

﹁
︿
歴
史
学
﹀
考
古
学
﹂

﹃
読
書
案
内
﹄
三
訂
版

駒
澤
大
学
図
書
館

一
九
八
四
年

四
月

﹁
︿
生
産
遺
跡
﹀
製
鉄
址
﹂

﹃
考
古
学
調
査
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
﹄
第
一
巻
野
外
編

雄
山
閣
出
版

一
九
八
四
年
一
〇
月

﹁
東
ア
ジ
ア
の
墳
丘
墓
﹂

﹃
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
ニ
ュ
ー
ス
﹄
第
一
四
〇
号

一
九
八
五
年

二
月

﹁
最
近
の
中
国
考
古
学
の
課
題
﹂

﹃
歴
史
と
地
理
﹄
通
巻
三
六
〇
号

一
九
八
五
年

八
月

﹁
殷
周
の
遺
跡
﹂

﹃
東
書
﹄
第
一
一
七
号

一
九
八
五
年
一
一
月

﹁
︿
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹀
日
本
列
島
と
周
辺
文
化
﹂

﹃
日
本
人
の
起
源
﹄

小
学
館

一
九
八
六
年

四
月

﹁
掘
り
出
さ
れ
た
古
代
中
国
﹂

﹃
週
刊
朝
日
百
科
.
世
界
の
歴
史
﹄
第
二
号

一
九
八
八
年
一
一
月

﹁
中
国
の
石
文
化
﹂

﹃
Ish
i﹄
第
一
巻

一
九
八
九
年

二
月

﹁
︿
１
９
８
７
年
度
の
日
本
考
古
学
界
﹀
外
国
考
古
学
の
動
向
︵
中
国
︶
﹂

﹃
日
本
考
古
学
年
報
﹄
第
四
〇
巻

一
九
八
九
年

五
月

﹁
中
国
古
代
の
稲
作
文
化
﹂

﹃
東
書
﹄
第
一
六
九
号

一
九
九
〇
年
一
二
月

﹁
洛
陽
に
て
夏
商
文
化
国
際
学
術
検
討
会
開
催
さ
れ
る
﹂

﹃
日
本
中
国
考
古
学
会
通
迅
﹄
第
三
号

一
九
九
二
年

六
月
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﹁
青
銅
器
形
解
説
︵
食
器
・
酒
器
・
楽
器
・
武
器
︶
﹂

﹃
特
別
展
中
国
王
朝
の
誕
生
﹄

読
売
新
聞
大
阪
本
社

一
九
九
三
年

四
月

﹁
︿
新
入
生
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
情
﹀
駒
澤
大
学
歴
史
学
科
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂

﹃
大
學
時
報
﹄
第
四
二
巻
第
二
三
三
号

一
九
九
三
年
一
一
月

﹁
最
近
収
集
の
西
周
陶
鬲
に
つ
い
て
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
四
六
号

一
九
九
三
年
一
二
月

﹁
夏
殷
周
考
古
学
の
現
状
﹂

﹃
日
中
文
化
研
究
﹄
第
六
号

一
九
九
四
年

三
月

﹁
◇
一
九
九
三
年
中
国
考
古
学
十
大
新
発
見
に
寄
せ
て
◇
山
西
省
天
馬
曲
村
遺
跡
の
こ
と
﹂

﹃
日
中
文
化
交
流
﹄
第
五
四
〇
号

一
九
九
四
年

五
月

﹁
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
﹃
中
国
考
古
学
与
歴
史
学
整
合
研
討
会
﹄
に
参
加
し
て
﹂

﹃
日
本
中
国
考
古
学
会
通
迅
﹄
第
五
号

一
九
九
四
年

五
月

﹁
献
呈
の
辞
﹂

﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
四
七
号

一
九
九
四
年

六
月

﹁
南
越
国
と
王
墓
の
発
掘
﹂

﹃
毎
日
新
聞
﹄
四
月
一
九
日
朝
刊
一
二
版
一
五
面

一
九
九
六
年

四
月

﹁
本
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
︲
献
呈
の
辞
に
代
え
て
︲
﹂

﹃
生
産
の
考
古
学
﹄

同
成
社

一
九
九
七
年

二
月

﹁
１
９
９
６
年
度
東
海
大
学
史
学
会
大
会
公
開
講
演

西
周
時
代
の
晋
の
遺
跡
﹂

﹃
東
海
史
学
﹄
第
三
一
号

一
九
九
七
年

三
月

﹁
近
年
の
中
国
に
お
け
る
商
周
時
代
の
遺
跡
調
査
～
晋
侯
墓
地
の
調
査
ほ
か
～
﹂

﹃
月
刊
文
化
財
発
掘
出
土
情
報
﹄
増
刊
号

通
巻
一
八
五
号

一
九
九
七
年
一
二
月

﹁
考
古
分
会

(
内
外
東
方
学
界
消
息
(

))
--
(
北
京
大
学
主
催
漢
学
研
究
国
際
会
議
)
﹂

﹃
東
方
学
﹄
第
九
七
輯

一
九
九
九
年

一
月

96

﹁
水
曜
日
の
古
代
学
講
座
﹂

﹃
角
田
文
衛
博
士
の
学
風
と
軌
跡
﹄

角
田
文
衞
先
生
米
寿
記
念
会

二
〇
〇
一
年

六
月

﹁
序
二
﹂

﹃
７
-

世

中
日
文
化
交
流
的
考
古
学
研
究
﹄

中
国
社
会
科
学
出
版
社

二
〇
〇
一
年
一
一
月

14

﹁
﹃
中
国
考
古
学
﹄
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
﹂

﹃
中
国
考
古
学
﹄
第
一
号

二
〇
〇
一
年
一
二
月
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﹁
二
里
頭
文
化
と
夏
王
朝
・
殷
王
朝
の
関
係
﹂
︵
﹃
第

回
国
際
東
方
学
者
会
議
﹄
︶

47

〝
E
rh
-li-t’
ou
C
u
ltu
re
in
R
elation
to
th
e
H
sia
an
d
Y
in
D
y
n
asty
〟

T
ran
saction
s
O
fT
h
e
In
tern
ation
alC
on
feren
ce
O
fE
astern
S
tu
d
ies
N
o.47

二
〇
〇
二
年

五
月

﹁
高
梨
学
術
奨
励
基
金
助
成
研
究
の
成
果
報
告
に
よ
せ
て
﹂

﹃
高
梨
学
術
奨
励
基
金
年
報
﹄
平
成
一
三
年
度

二
〇
〇
二
年
一
一
月

﹁
関
野
雄
先
生
を
悼
む
﹂

﹃
亜
洲
学
誌
﹄
第
二
号

二
〇
〇
三
年
一
一
月

﹁
︿
追
悼

故
関
野
雄
名
誉
会
長
﹀
関
野
雄
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
る
﹂

﹃
考
古
學
雜
誌
﹄
第
八
八
巻
第
二
号

二
〇
〇
四
年

二
月

﹁
平
井
尚
志
先
生
を
悼
む
(
特
集

平
井
尚
志
先
生
追
悼
文
集
)
﹂

﹃
郵
政
考
古
紀
要
﹄
第
三
四
号

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

﹁
夏
王
朝
探
索
--
現
状
と
展
望

(︿
特
集
﹀
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

謎
の
夏
王
朝
)
﹂
︵
座
談
会
︶

﹃
東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
と
文
化
﹄
第
四
一
号

二
〇
〇
六
年

三
月

﹁
︿
彙
報
﹀
倉
田
芳
郎
先
生
を
偲
ぶ
﹂

﹃
考
古
學
雜
誌
﹄
第
九
一
巻
第
三
号

二
〇
〇
七
年

三
月

﹁
中
国
考
古
学

(
特
集

世
紀
の
日
本
考
古
学
)
--
(
周
辺
諸
国
の
動
向
)
﹂

﹃
季
刊
考
古
学
﹄
第
一
〇
〇
号

二
〇
〇
七
年

八
月

21

﹁
中
国
の
世
界
遺
産

︲
周
口
店
・
殷
墟
・
秦
始
皇
帝
陵
な
ど
︲
﹂

﹃
世
界
遺
産
と
常
呂
遺
跡
﹄

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
附
属
北
海
文
化
研
究
常
呂
実
習
施
設

二
〇
〇
八
年

七
月

﹁
序
﹂

﹃
生
産
の
考
古
学
Ⅱ
﹄

同
成
社

二
〇
〇
八
年

九
月

﹁
︿
日
本
考
古
学
と
国
際
交
流
--
過
去
・
現
在
・
未
来

(
特
集

現
代
の
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
)
﹀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
交
流
﹂

﹃
日
本
考
古
学
﹄
第
二
六
号

二
〇
〇
八
年
一
一
月

﹁
国
際
交
流
委
員
会
報
告
﹂

﹃
日
本
考
古
学
協
会
彙
報
﹄
第
一
六
六
号

二
〇
〇
九
年

三
月

﹁
序
﹂

﹃
東
日
本
弥
生
社
会
の
石
器
研
究
﹄

六
一
書
房

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

﹁
科
学
研
究
費
に
よ
る
考
古
学
海
外
学
術
調
査
﹂

﹃
駒
澤
大
学
学
園
通
信
﹄
第
二
九
九
号

二
〇
一
一
年
一
〇
月

20


